
平成 27 年度 高等学校家庭科 

研究の実際(4)－1            佐賀県教育センター 

 (4) 授業実践                                                                          

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 実践事例 

 

１ 単元名  家庭基礎「共生社会と福祉」 学習指導要領 内容（１）－エ 

 

２ 単元について 

平成21年に改訂された学習指導要領において、共通教科「家庭」３科目の中に「共生社会」の項目が新

たに追加されました。これは、少子高齢化、グローバル化など社会の急激な変化に対応するために、これ

までの家族を中心とした生活だけではなく、広く地域や社会に視野を広げ、年齢や障害の有無に関係なく、

新たな人々との関係性を築いていく必要性が求められているためと考えられます。様々なニーズをもった

個人が安心して生活していくためには、公的な制度やサービスだけではなく、地域で支え合う仕組みが必

要であり、地域コミュニティの存在は重要性を増していくものと考えます。しかし、少子高齢化の進行で、

地域コミュニティ自体が縮小している状況にあり、加えて、地域の課題は、多様化・高度化しているため、

各個人が主体的に課題に向き合うとともに、様々な立場の人との協働によって解決を図ることが大切です。 

本単元は、生徒自身が家庭や地域、社会の一員として共に支え合って生活していることを理解させ、様々

な課題に対してどのような解決方法があるか、自分は何ができるかを考えさせることができる内容です。

本単元を通して、高等学校家庭科が重視している「社会との関わりの中で営まれる家庭生活や地域の生活

への関心を高め、生涯を見通して生活を創造する主体としての視点」(5)や共生社会形成の視点を養うこと

が期待できます。 

 

３ 単元目標と評価規準 

  単元目標 

生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解させ、家庭や地域及び社会の一

員としての自覚をもって共に支え合って生活することの重要性について考えさせるとともに、社会の一員

として地域や社会の様々な活動に参画していく態度を育む。 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

共生社会の重要性を

知り、家庭や地域及び社

会の一員として主体的

に行動しようとしてい

る。 

共生社会を実現するた

めに、社会の一員として

何ができるか考える。 

居住する地域のコミ

ュニティ活動などについ

て、情報を収集・整理す

ることができる。 

共生社会の重要性を知

り、ノーマライゼーショ

ンの理念、社会保障制度

や社会的支援について理

解している。 

 

４ 指導の視点 

「知識構成型ジグソー法」を取り入れることで、 生徒一人ひとりの発言を促すとともに、協働して考え

させていく中で、生徒が地域の課題を主体的に捉え、課題の解決に向けて、意欲的に地域の活動に参画し

ていこうとする態度を培うことができると考えました。また、学び合いや思考の過程が可視化できるよう

ＩＣＴ機器を活用しました。 

家庭科の学習において「自立」と「共生」は大きなテーマとなります。これからは、個々の生活の自立

と共に、家族そして社会の課題を自己との関係から考えることが大切になります。高等学校家庭科では、

各ライフステージに必要な福祉や社会的支援を仕組みとしての理解にとどめず、地域で生活する社会の一

員としての自覚をもち、生活場面での具体的な実践や課題の解決につなげるための能力を育んでいくこと

が必要だと思います。 

しかし、これまでの授業では、地域の生活課題について、社会の一員として自分に何ができるかを考え

させることは難しく、思考が深まらない傾向にありました。そこで、協働的な学びを引き出す「知識構成

型ジグソー法」を取り入れ、 身近な地域の課題について考えることで、自分や家族と地域社会の関係を見

直し、課題解決に向けての考えを導くことができるのではないかと考え、授業実践に取り組みました。 



平成 27 年度 高等学校家庭科 

研究の実際(4)－2            佐賀県教育センター 

５ 指導と評価の計画（全２時間） 

① 家族・家庭と社会的支援 (１時間) 

② 共生とコミュニティ   (１時間) 

 【ねらい】・◆学習活動 
評価の観点 

評価規準・評価方法 
関 思 技 知 

① 

 

 １

時

間 

 
 
 
 
 
◆共に支え合って生きることの重要性を認識

し、ノーマライゼーションの理念、社会保障制
度や社会的支援について理解する。 

◆人の一生におけるリスクとその対策について
考え、社会保障制度や社会的支援が必要で
あることに気付く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
・ ノーマライゼーションの理念、社会保障制
度や社会的支援について理解している。
（ワークシート）（ペーパーテスト） 

・ 地域には多様なニーズがあることを知ると
ともに、共に支え合って生活することの重
要性について考えようとしている。（観察）
（ワークシート） 

② 

 

 １

時

間 

 
 
 
 
 
 
◆身近な地域の課題に関する情報を収集・整

理する。 
◆身近な地域の課題についての解決策を考

え、社会の一員として何ができるか、自分の
意見をまとめる。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・ 身近な地域の課題に関する情報を収集・
整理することができる。（ワークシート） 

・ 身近な地域の課題の解決に向けて多面
的に考察し、共生社会を実現するため
に、社会の一員として何ができるか考え、
まとめている。（ワークシート） 

 

６ 授業展開 

（第１時） 

本時の目標 

生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解し、共に支え合って生きることの重要
性について考える。 

本時の評価規準 

○ノーマライゼーションの理念、社会保障制度や社会的支援について理解する。【知識・理解】 
○地域には多様なニーズがあることを知るとともに、共に支え合って生活することの重要性について考える。 
【関心・意欲・態度】 

段階 学習活動 指導上の留意点 評価規準 教材等 

導入 
10分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 社会的支援について考え
る。 

 
 
 
 
 
 
 ・ワークシートに記入する。 
 ・発表する。 
 
２ 本時の学習課題を知る。 

 
 
○生徒から出た意見を次のＡ

～Ｃの３つに整理していっ
た。 
Ａ 自分や家族でできるこ
と。 

Ｂ 知り合いや近隣の人に
援助してもらえること。 

Ｃ 国などの制度で援助し
てもらえること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
電子黒板 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
電子黒板 

一人暮らしをしているＴ
さんは、事故に遭い１か月間
車いす生活を送ることにな
った。どのような問題が生
じ、どのような援助を望むだ
ろうか。 

課題 
生活を送るうえで、困ったことが起きたときには、どう

すればよいのだろう。 

家族・家庭と社会的支援 

【ねらい】 生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解し、共に支え合って生

活することの重要性について考える。 

共生とコミュニティ 

【ねらい】 身近な地域の課題に関する情報を収集・整理することができる。また、共生社会の実現に向け

て、社会の一員として何ができるか考え、地域や社会の様々な活動に参画しようという意識を高め

る。 
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研究の実際(4)－3            佐賀県教育センター 

 
展開 
35分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
３ 社会福祉や社会保障制度
が何のためにあるかを考え
る。 

 
 
 
 ・人の一生を通じて起きる

可能性があるリスクを挙
げる。 

・リスクと社会保障制度と
の関わりについて、Ａ～
Ｃにまとめながら考え
る。 

 ・社会福祉と社会福祉制度
が必要とされる理由を考
える。 

 
 

４ 今後、生活課題を解決し
ていくためには、どのよう
な社会が必要かを考える。 

 
 
 
 
・自分の家族や身近な人、
地域の人で、課題を抱え
ている人はいないかを考
える。 

 
 
 

 ・共に支え合うことの重要
性を確認する。 

 ・共生社会の実現に向けて、
どのような考え方や社会
環境が必要か考える。 

 
 
 
 
 
 
 
○導入のＡ～Ｃに分類させる
と同時に、ライフサイクル
に照らし合わせて考えさせ
ることで、人の一生が様々
な社会的支援に支えられて
いることに気付かせた。 

 
○社会保障制度が生まれた背
景に触れながら、「福祉」の
本来の意味や生存権と共
に、社会福祉と社会福祉制
度の必要性を確認させた。 

 
 
 
 
 
 
 
○導入のＢに注目させ、共に
支え合って生きることが重
要であることに気付かせ
た。 

 
 
 
○共生社会の基盤になるの
が、ノーマライゼーション
の考え方であることを理解
させた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・社会保障制度の必要
性とその仕組みにつ
いて理解する。 

【知識・理解】 
 
 
 
 
 
 
 
 
・地域には多様なニー
ズがあることを知る
とともに、共に支え
合って生活すること
の重要性について考
える。 

【関心・意欲・態度】 
・ノーマライゼーショ
ンの考え方について
理解する。 

 【知識・理解】 

 
ワークシート 
電子黒板 
 
 
 
 
ワークシート 
電子黒板 
 
 
 
 
 
ワークシート 
 
 
 
 
電子黒板 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
電子黒板 

 
まとめ 
10分 

 
５ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
６ 次時の学習内容を知る。 

 
○制度は整っているが、身近
な地域にも解決しなければ
ならない課題がたくさんあ
り、これまで学習した男女
や子供、高齢者、障害者の
４つに分類できることに気
付かせ、次時につなげた。 

○身近な地域の課題について
学習することを知らせた。 

  
電子黒板 

 

 

 

（第２時） 
本時の目標 

身近な地域の課題に関する情報を収集・整理することができる。また、共生社会の実現に向けて、社会の一員
として何ができるか考え、地域や社会の様々な活動に参画しようという意識を高める。 

本時の評価規準 

○身近な地域の課題について情報を収集・整理し、課題の解決に向けて多面的に考察できる。 
【技能】【思考・判断・表現】 

○共生社会の実現に向けて、社会の一員として何ができるか考え、まとめることができる。【思考・判断・表現】 

なぜ、医療保険制度などの社
会保障制度があるのだろう。 

自分自身や家族、社会保障制
度でも対応できないときは
どうすればよいのだろうか。 
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段階 学習活動 指導上の留意点 評価規準 教材等 

導入 
10分 
 
 

１ 前時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
２ 本時の学習課題を確認す
る。 

 ・グループで協力して４つ
の分野の課題解決につい
て考えることを確認す
る。 

 ・知識構成型ジグソー法の
学習方法を知る。 

 
 
 
 
 

○前時で４つに分類した生活
課題を確認した。 

○身近な地域にも４つの分野
に関する課題があるかどう
かを問い掛けた。 

○佐賀県の４つの課題を示
し、一人で調べると時間が
かかるため、各分野の担当
者を決め、知識構成型ジグ
ソー法で解決方法を考える
ことを説明した。 

○知識構成型ジグソー法の学
習方法を説明した。 

 
 
 

 

電子黒板 
 
 
 
 
ワークシート 
電子黒板 

 
展開 
35分 

 
【知識構成型ジグソー法】 
３ 一人で課題に対する答え
を考える。 

４ エキスパート活動を行
う。 

 
 
 
 

 
 
 

５ ジグソー活動を行う。 
・各エキスパートでまとめ
た内容をそれぞれグルー
プのメンバーに伝える。 

・課題に対する話合いをす
る。 
 

 
 
 
 
 
６ クロストークを行う。 
 
 
 
 
 
 

 
 

○最初に自分の現段階での考
えをまとめさせた。 

○エキスパート資料について
は、自分の興味がある分野
の資料を選択させた。 

○エキスパート活動で得た情
報が課題解決の重要な部品
になることを知らせた。 
 
 
 

○グループ内での役割を決め
させた。 

 ・司会進行、記録、発表 
○OneNoteを使って、エキスパ
ート活動で得た情報を各自
説明させた。 

○それぞれの情報を基に、課
題について話合いをさせ
た。 

○グループの活動状況を把握
し、話合いが進んでいない
グループには助言した。 

○電子黒板を使って、発表さ
せた。 
・他のグループの発表で、
参考になるところをワー
クシートに記入させた。 

 

 
 
 
 
・課題に関する資料を
読み取り、整理して
いる。   【技能】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・身近な地域の課題に
対する解決策につい
て、それぞれの情報
を組み合わせなが
ら、多面的に考察し
ている。 
※思考・判断・表現を評価

する際の補助として見

た。 
 

 
 

 

 
 
ワークシート 
 
エキスパート
活動用ワーク
シート・資料 
電子黒板 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
学習用PC 
電子黒板 
 
 
 
 
 
 
電子黒板 
学習用PC 
ワークシート 

 
まとめ 
５分 

 
７ 課題に対する自分の考え
をまとめる。 

 
８ 本時の学習内容を振り返
る。 

 
・本時で学習した内容を踏ま
えて、再度課題に対する考
えをまとめさせた。 

・社会の一員として、地域の
様々な活動に主体的に関わ
ろうとする態度が必要であ
ることを知らせた。 

 
・共生社会を実現する
ために、社会の一員
として何ができるか
考え、まとめている。 

【思考・判断・表現】 

 
ワークシート 

課題 
あなただったら、「子育て」「高齢者」「障害者」「男女共同参
画」の４つの課題のうち、どの課題にまず一番に力を入れる
べきだと思いますか？また、その理由を説明してください。 

エキスパート資料 

Ａ 子育てに関する課題 

Ｂ 高齢者に関する課題 

Ｃ 障害者に関する課題 

Ｄ 男女共同参画に関する

課題 



平成 27 年度 高等学校家庭科 
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イ  ＩＣＴ活用の実際 

電子黒板 

課題を全員に把握させる 

導入時の課題の提示に使用しました。ワークシートにも課題を示していましたが、プレゼンテーションソフト

で、要約した課題のスライドを作成し提示しました。 

「知識構成型ジグソー法」の流れを知り、学習内容を把握させる 

授業展開時の流れや時間配分、エキスパート活動とジグソー活動における注意点を示すために使用しました。

なお、先に提示したプレゼンテーションソフトのスライドは、次に進むと確認できないため、課題の提示やそれ

ぞれの活動時の役割等については、黒板を併用しました。 

クロストークで意見を共有する 

ジグソー活動において、各グループでまとめた意見を投影し、クラス全体で共有しました。生徒各自の学習用

ＰＣにも投影可能ですが、全員を注目させるために電子黒板のみに投影しました。 

 

学習用ＰＣ 

エキスパート活動において情報を収集し分析させる 

今回は時間が限られていたため、情報収集は教師で行いました。授業時間に余裕がある場合は、情報の収集に

おいても使用すると活用の場が広がると思います。 

ジグソー活動において意見を共有する 

同一シートに入力することで、それぞれの意見が同期されるOneNoteを使用し、グループ内の意見を共有しま

した。グループでまとめた意見についてもOneNoteに入力し、クロストーク時に使用しました。 

 

 

《引用文献》 

(5)  文部科学省 『高等学校学習指導要領解説 家庭編』 平成22年５月 p.８ 

 


